
 

 

 まもなく、夏のボーナス（夏季手当）の支給日が近づいてま

いりました。現場長等から給与明細を受け取っていると思いま

す。横浜地本情報１８２号にて「夏のボーナス支給額が下がる」

とお伝えしてきましたが、実際皆さんの「支給額」はいかがで

しょうか。昨年と比較して増えていますか？減っていますか？

ある組合員は、昨年の明細と比較して約 61,000 円も支給額が

下がっていました。その原因は、扶養手当と住宅等手当（地域額）が基準内賃金に含まれず、

職務能力給と業務手当のみとなり、基準額が大幅に減ったことによります。今回の制度変更

により、生活より仕事に重点を置かれている手当になっています。 

  

 

 

 

 

会社は、過去最高の平均支給額と謳っていますが、過去最高収益を計上しているにも関わらず支給額が

減額する社員が出るのはおかしいと思いませんか？全ての社員で安全を築きあげているのであれば、全社

員が一律昨年度より支給額が増えるように支給月数を増やすか、夏季一時金を支給すればよかったのでは

ないでしょうか。 

  

 今年度の給与明細だけでなく、昨年の給与明細と比較してみてください。支給額が減額して生活が向上

していますか？家族の幸福は実現していますか？さらに追い打ちを掛けるように 7 月の食料品値上げ品

目は 2,269 品と言われています。また、会社は「2028 年３月期以降も人件費総額が 5,000 憶円を超

えない水準でコントロールしていく」と公表しています。いくら職場が努力しても、ベアや期末手当を抑

制されかねません。平均支給額が過去最高で満足している親睦会では、生活向上はかち取れません。 

労働条件が辛い、生活が苦しい、賃金を上げないと厳しいと感じているのであれば、ＪＲ東労組に結集

して団結力で、かち取っていくしか道はありません。 
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２０２５年度 

２．８カ月 

２０２６年度 

２．９カ月 

支給月数 支給額 

２０２５年度 

〇〇万円 

２０２６年度 

昨年△61,000 円 
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